




































































































































時間(分後） 直前 直後 1０ 2０ 3０ 4０ 5０
平均温度 32.11 32.98 33.30 33.30 33.44 33.54 33.69
時間(分後） 6０ 7０ 8０ 9０ 1００ 1１０ 1２０
平均温度 33.86 33.96 34.00 33.90 33.88 33.99 33.74
時間(分後） 直前 直後 1０ 2０ 3０ 4０ 5０
平均時間 32.35 32.36 32.47 32.51 32.71 32.9 32.51
時間(分後） 6０ 7０ 8０ 9０ 1００ 1１０ 1２０
平均時間 32.61 32.78 32.58 32.33 32.36 32.35 32.33
Ⅵ､結論
サーモグラムで温度は上昇し、皮膚表面温度では
ほぼ同じ温度に保てたが、有意差はなく、今回の研
究ではアロマオイル塗布のみでは末梢循環の促進に
効果があるとはいえない。
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図１サーモグラムの温度変化（平均値）
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図２表面温度の変化（平均温度）
表３アロマオイルの効果
オイル名
－４３－
主な作用 効果
ヘリクリサム
園tmNt顧副足進
うっ血B;法作用
抗鬮ﾖｲｨ明り
ｉｎﾛ全を箔$露し､(ﾇﾄU)梶霞を促進ざせ血流次善を促す｡また、
スイートオレンジ ｲｵ甫夜i醗則足進
;\､罫$法作用
主成分であるﾓ庁ルペン炭I上水識iのﾘﾓﾈﾝは血i薑i屈長作用を促し､血流を促進させ
る｡湿った冷たい体質を束H;'し樹ｺﾋにするﾌﾞ下U二働きかけ､末梢血流の改善に投立つ。
ペパーミント うっ滞69法作用
錘顎i作用
主成分メントールはBU雷の適用部位の血液循I鼠を促し､リンパ系の浮腫を改善する｡ま
た､緩RBih栗が赤鯛犬態iEtたらす。
